
妊娠・出産・育児と仕事を両立できる職場づくりを、tノl
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載場でマタハラ（".l争二子ィ ーハラスメント〕を受けていませんか？

約半数の働く女性がf産休・育休の制度jを知ちない！

あ
な
た
に
は
権
利
が
あ
る

女
性
が
働
き
な
が
ら
妊
娠
・

出
産
・

育
児
を
す
る
た
め
に、

勤
務
時
間
の
変
更
や
妊
産
婦

健
診
を
受
診
す
る
た
め
の
時

間
の
確
保、

休
憩
時
間
の
導

入
や
時
間
の
拡
大
な
ど、

母

子
の
健
康
を
守
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
措
置
が
あ
り
ま
す。

こ
れ
ら
は
法
律
で
規
定
さ
れ

て
い
ま
す。

職
場
に
制
度
が
な
か
っ

た

り、

就
業
規
則
に
書
か
れ
て

い
な
く
て
も
法
律
が
優
先
さ

れ
ま
す。

あ
な
た
の
権
利
な

の

で

こ

れ

か

ら

た

く

さ

ん

知
っ

て
多
く
の
女
性
に
も
教

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね。
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匪問問題盟盟国盟国
ザ：；麟zーした女性の6割前後が妊娠

出：主を 携に退職しています。職場環境の改善や意識改革が

進／u1＇いないことがわかります。 ナ1� i;うも退職を した人の中
まに、仕事を 続けたいと考えなおり

l「 「解雇されたJ r退職を 勧められたJ r職場が両
立

を き

はωる環境ではなかったj t之君主：
れl口、法律や制度が認知されていた’
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国っす＝時、令ii.I\，十三時、いつでも事なす＝をサ，1マ ー ト！
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